





















　コロナ禍によって，2020 年には世界で新たな極度の貧困層が 8800 万人～ 1億
5000 万人（世界人口の 1.4 ％超）加わり，極度の貧困層人口は 7億人（9.1 ～ 9.4 ％）
になると予測されている。なかでも 1億 6400 万人（世界の労働力の 4.7 ％）にあた
る移民労働者は，社会的保護を得られない「危機の中の危機」の状況に置かれてい
て，仕事を失い帰国した移民労働者が失業や貧困に直面したり，かれらの送金に頼っ
ていた家族が経済的に困窮したりするという。外国人労働者約 166 万人（2019 年 10
月末）を抱える日本でも，外国人住民は厳しい状況に直面している。なかでもインド
ネシア人を例に，日本の外国人受入れのありかたについて検討する。
　日本に暮らすインドネシア人の数は 6万 6860 人（2019 年 12 月末）で，その 20 ％
以上が愛知・岐阜・三重・静岡の東海 4県で暮らしている。これらインドネシア人
は，身分系の在留資格もしくは就労系の在留資格を有する人たち，そして有効な在留
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